
▶例会日：第１・第３木曜日（12：30）その他の木曜日（18：30〜19：30）
▶例会場：白河市新白河駅前　東京第一ホテル新白河
▶事務局：〒961-0957 福島県白河市道場小路96-5（白河商工会議所内）  ☎23-3101　ＦＡＸ22-1300
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会　長　　阿　部　克　弘
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『思いやりがある　感謝のロータリー』

2024－25年度国際ロータリーテーマ
第1853回例会

令和7年5月22日（18：30～19：30）

○ソング
　◦四つのテスト
○ビジター　
　◦白河厚生病院　安田貢医師
○スマイルBOX
　◦阿部克弘会員（本日は安田貢先生、卓話有難うございました。）
　◦十文字光伸幹事（本日は、白河厚生病院安田貢様卓話ありがとうございました。）
　◦金田昇会員（本日はZOOMでの参加です。安田先生卓話ありがとうございました。）
　◦鈴木満会員（結婚記念日にお花が届きました、記念の日にきれいな花を添えて下さりありがとうござ
いました。感謝の気持をスマイル致します。）

　◦永野文雄会員（ゲストの安田貢先生卓話ありがとうございます。関谷亮一パスト会長の双光章叙勲お
めでとうございます。）

　◦運天直人会員（おかげ様で今日人生レベル52になりました。誕生日のプレゼントありがとうございま
した。）

　◦永山龍大郎会員（本日は、安田先生ありがとうございました。自分も2021年10月に救急車に２回のせ
ていただき命をすくわれました。医療関係者には
感謝しかありません。）
【今週の仮メイクアップ会員】
　◦5月17日　地区研修 協議会

金田昇、吉野敬之、山縣栄寿、渡部勝也、藤田龍文、大
住由香里、鈴木典雄、諸橋和典、堀田一彦、矢田部錦
四郎、阿部克弘、運天直人、大竹憂子、鶴丸彰紀

・スナップエンドウと若
布のお浸し

・味付玉子と大根煮の
盛り合わせ

・豚バラ肉の竜田揚げ　
キャベツの千切り添
え

・白飯
・味噌汁
・香の物
・柚子シャーベット

5月22日　　～本日のメニュー～

A  出席免除を受けていない正会員数 ５４名

B  出 席 免 除 の 適 用 正 会 員 数 １９名

T  全 正 会 員 数 ７３名

C  Ⓐの出席者数 ２４名

D  Ⓐのメイクアップ 者数 ０名

E  Ⓑ の 出 席 者 数 ８名
G ＝ Ⓒ ＋ Ⓓ ＋ Ⓔ

（メイクアップ補填後の出席会員数） ３２名

H ＝ Ⓣ － （ Ⓑ － Ⓔ ） ６２
I ＝ Ⓖ ／ Ⓗ × 1 0 0

（例会出席率） ５１.６％

第1853回例会出席状況� （R7年5月22日)
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■会長の時間� 阿部克弘
　皆様、おばんでございます。本日
もお忙しい中ご参加をいただきまし
て、誠にありがとうございます。ま
ず初めに、お客様のご紹介をさせて
いただきたいと思います。「JA福島
厚生連白河総合病院」救急治療科部

長、安田貢（やすだすすむ）先生でございます。よ
ろしくお願いいたします。先生には後程、卓話のほう
を頂戴したいと思いますのでどうかよろしくお願い
したいと思います。既に皆さんや新聞等や報道等で
ご存じかと思うんですが、令和7年の春の叙勲でです
ね、関谷亮一パスト会長が旭日双光章を受けられまし
た。2014年から白河市の土地改良区の理事長をされ、
また2023年からは福島県の土地改良事業団体連合会の
副会長をされておりまして、そういうところが評価さ
れて、あとは農業を長年ずっと牽引してきたというと
ころが評価されて今回の受賞となった模様でございま
す。個人的に聞くと、亡くなられた橋本龍太郎元総理
大臣と結構親しくされていた時期がございまして、そ
の話を聞くと大変凄い人なんだなという印象を私は持
っております。今日はおいでになっておりませんが、
後日ご出席の際には皆さんでおめでとうの言葉をかけ
ていただければ幸いに存じます。よろしくお願いした
いと思います。それから、また既にご存じの方もいら
っしゃると思うんですが中目パスト会長が、15日の午
後、脳梗塞を発症されて厚生病院に緊急搬送をされま
したが、迅速な対応が功を奏して2週間ほど入院する
ことにはなりましたが、いたって大丈夫だというよう
なお話を19日の日に、厚生病院のほうの面会は今家族
しかできませんので、奥様のいらっしゃる神社のほう
に十文字幹事と伺いまして皆さんからのお見舞いを置
いてまいりました。実は私も6年前に40度の高熱を出
して、そして血圧が上が80ぐらいしかなくて、泌尿器
科のほうに入院をした経緯がございます。その時は喜
屋武先生だったんですが、喜屋武先生の奥様が一時期
私が会長をしている「県南地区動物愛護ボランティア
の会」のメンバーさんで、動物ボランティアのお手伝
いをしてもらいましたので、先生も私のことを知って
て、阿部さんすぐ入院しないと駄目だよということに
なりまして9日間入院しました。私の67年の人生の中

本日のプログラム

（２）

で病院で誕生日を迎えたのがその時が初めてだったん
ですね。今はコロナ禍でさっきも言ったように面会は
家族しか入れないということがありましたけどその当
時はまだ知り合いの方も多く来ていただいて、ケーキ
でお祝いをしてもらった記憶がございます。その時の
会長が中目さんで、私の所にお見舞いに来たというこ
とがありました。今回は逆の立場になりましたが、病
院には直接行けないのでご本人さんとは面会できませ
んが、奥様のほうに皆様方からおあずかりしたお見舞
いを置いてきたという次第でございます。2週間が過
ぎればおそらく復帰をされるのか、退院をされてリハ
ビリに務められるのかはわかりませんが出席できるよ
うになれば良いなと思っております。期待をしており
ますので、どうか今はゆっくり休んでいただければな
と思っております。最後にですね、秋山ジュペルサロ
さんという第一ホテルのメンバーさんだった方が退職
をされて、第一ホテルのメンバーさんが空白の状態だ
ったんですが、今回から服部博幸さんという方が代わ
りに入ることになりました。入会申込書は、2週ボー
ドに掲示しておきますので、皆さんご覧になっていた
だければなというふうに思います。今日は安田先生が
皆さんのためになる話が聞けると思いますので、会長
の時間は以上とさせていただきます。本日もどうぞよ
ろしくお願いいたします。ありがとうございました。

■幹事報告� 十文字光伸幹事
○㈱コンピューターエンゼルス：事務局システムのご
案内
○2024－26年度国際ロータリー理事　水野功：クラブ

サポートミーティング開催にむけて
○日本事務局｜クラブ・地区支援
室：第４回クラブ・地区支援室メッ
セージ
○国際大会推進委員　ガバナーエレ
クト泉田征慶：カルガリー国際大会

の最終案内
○白河市国際交流協会会長　内藤義久：「高校生海外
派遣事業」チラシの送付について
○泉田ガバナーエレクト事務所：2025－26年度欲組織
図および地区行事予定表について
●次年度幹事� 運天直人会員
　皆さん、こんばんは。昨日は第2回目のクラブ協議
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会のご参加ありがとうございました。その際に「シン
鹿島」で行われまして会費をいただ
いたんですが、当日領収書発行まで
ちょっと手間取りましたので、後日
発行していただくようしております。
皆様のほうにはブリーフケースの中
に入れさせていただきますので、ご

承知おきの程よろしくお願いいたします。

■本日のプログラム
●ゲスト卓話� 吉野敬之会員
　皆さん、こんばんは。それでは、本日卓話を頂戴し
ます安田貢先生のご紹介をさせていただきたいと思い

ます。安田貢先生は私と同級生でご
ざいまして、同じ高校を卒業してる
んですが、何故か全然違った学力が
備わりまして、安田先生はこちらに
も書いてありますように筑波大学の
ほうの医学部のほうに入られて、略

歴とか、非常に多いのでこれは後で目を通していただ
ければと思いますけども、去年の4月から白河に戻ら
れてその前から白河に来られてて、私はてっきり初め
てお会いした時に開業するのというふうなお話をした
んですね。そしたら、安田君が言った一言が私はちょ
っと衝撃を受けたんですけど、「いや、生まれ育った
故郷のために最後の力を尽くしたい」。僕の口からは
どう考えても出てこない言葉を聞いて、いや凄い奴だ
なと正直思って、それから多分安田君、いろいろな所
でお話をする機会があるんですけれどもその熱意が伝
わって、いろんな方からご支援を頂戴してる状態です。
安田君が言ってたのは、自分は白河の医療を発展させ
るためのやり方はわかってる。けど、白河という元々
は生まれ育った場所ですけども、全然知古のいないよ
うな地域でこれからそれをやっていくための仲間が欲
しいということでしたので、お忙しい中無理を言って
このロータリーの方々が是非そういうバックアップし
てくれる仲間の一人になっていただければいいな、お
互いにウインウインになるなというふうなことを思っ
て、今日はお忙しい中卓話を頂戴いたしました。私の
話はがさつになってしまうので、貴重な安田先生のお
話をこれから皆さんによく聞いていただいてと思いま
す。それでは、安田先生よろしくお願いいたします。

●「JA福島厚生連 白河厚生総合病院」
  　救急治療科部長� 安田貢様
　今、大変丁寧な紹介を吉野社長からいただきました。
「白河厚生総合病院」の安田と申します。今日はこ

ういう貴重な機会をいただきまして、
阿部会長さんはじめ関係者の皆様に
本当に感謝いたします。どうもあり
がとうございます。自己紹介をハン
ドアウトにまとめました、高校から
しか書いてないんですが、幼稚園は

道場小路の白河カトリック幼稚園でございまして、小
学校は白河第二小学校、中学校は白河第二中学校でご
ざいますけれども、帰ってきてびっくりしたのは私が
二中に通ってた当時は中央中にスポーツ面でもどうし
ても勝てなくて、わたくしバスケット部だったんです
けど。悔しいなと思っていたのが、今は人数が二中の
ほうが多いと聞きまして。いやぁ、もう42年ぶりに戻
ってきたんですけれど時の流れを感じました。白河高
校から筑波大学、今は悠仁様が入学しまして、学長以
下病気になった時にはどこで診ようかというので、大
学病院長もかなりびびってる状態でございまして。な
んか先日見かけたのが中華料理屋に行って記念写真
撮ろうとした人がSPに止められたというふうな話が
伝わってきてるとか、たまに話題に出る筑波大学で
ございます。その後、脳外科をやってたんですけれど
も、茨城県の医療過疎地域の北のほうに転院すること
になって救急の世界に入っていったと。消防とのコラ
ボレーションをしてったというふうなことでございま
す。本当に皆様方のご配慮で時間をいただきましたの
で、ゆっくりお話をさせていただこうかと思ってます。

白河西ロータリークラブ（東京第一ホテル新白河、22.May 2025.）

JA福島厚生連
白河厚生総合病院
救急治療科

福島県立医科大学
地域医療支援センター
安田 貢

福島県南地域の
救急・災害医療の現状と未来

ｰドクターヘリ、ドクターカーの現場からｰ
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安安田田 貢貢（（ややすすだだ すすすすむむ））

＜＜学学歴歴＞＞
昭昭和和5577年年33月月 福福島島県県立立白白河河高高等等学学校校卒卒業業（（高高3344回回生生））
昭昭和和5577年年44月月 筑筑波波大大学学医医学学専専門門学学群群（（現現医医学学群群医医学学類類））入入学学
平平成成元元年年33月月 同同上上卒卒業業

＜＜職職歴歴＞＞
平平成成元元年年44月月 筑筑波波大大学学  脳脳神神経経外外科科入入局局
平平成成22年年77月月   筑筑波波メメデディィカカルルセセンンタターー病病院院  救救命命救救急急部部医医員員
平平成成33年年44月月      筑筑波波大大学学  脳脳神神経経外外科科関関連連病病院院ででああるる県県西西総総合合病病院院、、
  ～～平平成成99年年ままでで      北北茨茨城城市市立立総総合合病病院院、、県県南南病病院院、、筑筑波波記記念念病病院院（（脳脳神神経経外外科科））にに勤勤務務
平平成成99年年44月月      秦秦病病院院（（現現  社社会会医医療療法法人人  ひひたたちち医医療療セセンンタターー））脳脳神神経経外外科科部部長長
平平成成1144年年88月月 同同 副副院院長長
平平成成2200年年33月月    筑筑波波大大学学  臨臨床床医医学学系系  救救急急・・集集中中治治療療学学講講座座  講講師師

同同   附附属属病病院院  救救急急・・集集中中治治療療部部  副副部部長長
平平成成2233年年33月月 同同      附附属属病病院院  東東日日本本大大震震災災対対策策本本部部  本本部部長長補補佐佐
                          同同年年77月月～～つつくくばば震震災災復復興興緊緊急急医医療療調調整整（（TT--DDRREEAAMM））室室長長（（兼兼任任））
平平成成2244年年1100月月  国国立立病病院院機機構構  水水戸戸医医療療セセンンタターー  救救命命救救急急セセンンタターー長長
令令和和22年年44月月      茨茨城城県県医医療療統統括括監監（（特特別別職職・・兼兼任任））

新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症対対策策監監  （（役役員員待待遇遇・・兼兼任任））
令令和和66年年44月月 福福島島県県立立医医科科大大学学  地地域域医医療療支支援援セセンンタターー  特特任任教教授授

JJAA福福島島厚厚生生連連  白白河河厚厚生生総総合合病病院院  救救急急担担当当部部長長
令令和和77年年11月月 同同 救救急急治治療療科科 部部長長
            
現現在在にに至至るる 三三次次病病院院（（救救命命救救急急セセンンタターー））1133年年間間、、二二次次病病院院1155年年間間、、大大学学病病院院88年年間間

ドドククタターーカカーー歴歴2211年年、、ドドククタターーヘヘリリ歴歴1122年年、、災災害害医医療療歴歴1166年年

自自己己紹紹介介

令和7年1月から
10年ぶりに診療科新設
救急治療科

＜＜役役職職、、➣➣はは現現職職＞＞
➢ 筑筑波波大大学学附附属属病病院院 臨臨床床准准教教授授（（病病院院前前救救護護学学））
➢ 茨茨城城県県立立医医療療大大学学 非非常常勤勤講講師師
➢ 茨茨城城県県立立消消防防学学校校 非非常常勤勤講講師師
➢ 常常磐磐大大学学看看護護学学部部 非非常常勤勤講講師師
➢ 日日本本DDMMAATT統統括括隊隊員員
➢ 茨茨城城県県MMCC協協議議会会おおよよびび茨茨城城県県北北部部地地区区、、水水戸戸地地区区地地域域MMCC協協議議会会 顧顧問問
➢ 認認定定NNPPOO法法人人 茨茨城城AACCLLSS協協会会 理理事事長長、、NNPPOO法法人人 日日本本AACCLLSS協協会会 副副理理事事長長
➢ 公公益益財財団団法法人人 日日立立市市ススポポーーツツ協協会会 理理事事
    他他にに茨茨城城県県  メメデディィカカルルココンントトロローールル検検討討専専門門委委員員会会  委委員員長長、、
茨茨城城県県医医師師会会  救救急急・・災災害害医医療療委委員員会会  副副委委員員長長//新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症対対策策監監
茨茨城城県県  統統括括災災害害医医療療ココーーデディィネネーータターー、、水水戸戸地地区区地地域域災災害害医医療療ココーーデディィネネーータターー
国国立立病病院院機機構構  救救命命救救急急セセンンタターー協協議議会会会会長長ななどどをを歴歴任任

＜＜表表彰彰ななどど＞＞
平平成成2200年年44月月 日日立立市市救救急急功功労労者者表表彰彰
平平成成2211年年99月月 茨茨城城県県救救急急医医療療功功労労者者  ((県県知知事事表表彰彰))
平平成成2244年年22月月 筑筑波波大大学学最最優優秀秀教教官官・・学学長長表表彰彰（（学学内内運運営営・・社社会会貢貢献献、、大大震震災災対対応応））
平平成成2244年年55月月 茨茨城城県県看看護護協協会会  会会長長表表彰彰((大大震震災災活活動動表表彰彰))
平平成成2244年年1100月月  茨茨城城県県医医師師会会  学学術術・・地地域域医医療療功功労労者者褒褒章章
平平成成2255年年99月月 総総務務省省 総総務務大大臣臣表表彰彰（（救救急急医医療療功功労労））

  水水戸戸地地区区救救急急医医療療功功労労者者表表彰彰
令令和和元元年年99月月 厚厚生生労労働働省省  厚厚生生労労働働大大臣臣表表彰彰（（救救急急医医療療功功労労））

＜＜主主なな所所属属学学会会・・専専門門医医ななどど＞＞
日日本本脳脳神神経経外外科科学学会会  脳脳神神経経外外科科指指導導医医,,専専門門医医／／日日本本脊脊髄髄外外科科学学会会  脊脊椎椎脊脊髄髄専専門門医医
日日本本救救急急医医学学会会 救救急急科科専専門門医医／／日日本本臨臨床床救救急急医医学学会会 評評議議員員、、ケケアアママネネーージジャャーー
日日本本救救急急医医学学会会関関東東地地方方会会幹幹事事／／日日本本災災害害医医学学会会 評評議議員員,,社社会会医医学学系系指指導導医医（（災災害害医医療療））
日日本本航航空空医医療療学学会会 評評議議員員,,認認定定指指導導医医／／感感染染症症制制御御医医（（IICCDD））ななどど

検証票

教育

プロト
コール作
成

事後検証結果からの
改善として対策

病院研修
教育コース受講
など

プロトコールの
改善・修正

間接的MC
Off-line Medical 

Control

検証票

検証票

事後
検証

メディカル ディレクター
（又は事後検証医師）

事後検証票を基に検証

◼ 二次事後検証
MC検証医師による医学的見地から
の事後検証

◼ 一次事後検証
統括救急指導員等による署内の事
後検証

◼ 救急隊員から報告
事後検証票に活動内容と患者観察
結果・処置内容等を記載して報告す
る。

4

消防救急・救急救命士連携（メディカルコントロール）
★日常（平時）から連携・活動＝有事の準備である

（訓練だけではない）
★2025年4月～福島県部会長

PDCAサイクルが機能する仕組み

5

東東日日本本大大震震災災のの場場合合
●●被被災災状状況況のの把把握握・・視視察察とと報報告告２２（（発発災災16日日目目のの福福島島・・郡郡山山・・白白河河））

第8次医療整備計画
（福島県）

2023年8月11日
福島民友

福島県南地域には
救命救急センターが
無い県境地域である

白白河河地地方方広広域域市市町町村村圏圏消消防防本本部部管管内内
11本本部部、、33署署、、88分分署署 （（11市市44町町44村村））
（（昭昭和和4466年年11月月東東白白川川加加盟盟～～））
➢ 白白河河 （（西西郷郷、、東東、、表表郷郷、、大大信信））
➢ 棚棚倉倉 （（塙塙、、鮫鮫川川、、矢矢祭祭））
➢ 矢矢吹吹 （（泉泉崎崎中中島島））

22002222年年～～22002233年年22年年間間
病病院院外外心心肺肺停停止止者者 339999人人
11ヶヶ月月生生存存者者   33人人

救救命命率率 00．．7755％％

➢ＤＤＨＨ使使用用機機体体－－２２
【【  MMDD990000型型  】】

米米国国  ママククドドネネルル・・ダダググララスス社社製製のの多多目目的的ヘヘリリココププタターーでで
全全長長1111..88メメーートトルル、、66名名がが搭搭乗乗可可能能でですす。。ここののササイイズズはは国国
内内ののドドククタターーヘヘリリのの標標準準的的ななササイイズズににななりりまますす。。ここののヘヘ
リリココププタターーははTTVVドドララママ「「ココーードド・・ブブルルーー」」のの撮撮影影でで使使用用
さされれたた機機体体。。定定員員66名名。。
ここののヘヘリリココププタターーのの大大ききなな特特徴徴がが本本来来ヘヘリリココププタターーににああ
るる後後方方のの小小ささいいププロロペペララがが外外にに装装備備さされれてておおららずず、、後後部部
のの筒筒のの中中にに収収めめらられれてていいてて、、後後方方のの吹吹きき出出しし口口かからら風風のの
みみをを出出ししてていいるる。。ここのの事事にによよりり低低騒騒音音でで、、ププロロペペララにによよ
るる接接触触事事故故ががななくく高高いい安安全全性性をを有有ししてていいるる。。
55枚枚ロローータターー・・騒騒音音↓↓・・アアイイドドリリンンググ22分分・・室室内内がが狭狭いい

福島県ドクターヘリ：基地病院は福島県立医大附属病院、中日本航空

白河厚生総合病院（病床数459床）の救急診療

 

   

     

     

     

     

     

     

     

    年     年     年     年     年     年     年     年     年 

救急      

         

    年         

1）総合診療科開設後、年間1,000台の救急応需増
2）当地は小児・周産期領域が充実（各5名の医師）
3）白河消防年間救急出動5,500～6,500件のうち

52～58％（3,000台前後）を収容
他3病院がそれぞれ10～15％ずつ応需
⇒それ以外は他医療圏へ搬送（5～10％）

コロナの流行期間

消防機関における救急業務
⇒軽症者の救急車利用で

直近に救急車がいない
総務省消防庁HPより

11

身近なところに危機が･･･
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消防機関における救急業務
⇒軽症者の救急車利用で

直近に救急車がいない

12

身近なところに危機が･･･
＃7119の利用⇒救急車の適正利用

総務省消防庁によると、2022年の全国平均で救急車
が119番通報を受けてから現場に到着するまでの時
間は約10.3分でした。これは初めて10分を超える記録
です

白河消防の救急車現場到着時間は、消防署から遠い
現場や複数の出動が重なる場合、道路の状況などに
よって異なります。
白河市の119番通報から救急車が現場に到着するま
での平均時間は7分54秒ですが、もっと時間がかかる
場合もあります。

0）医 現場の充実 一人の現場医師として（37年生）
✓ 常勤病院（白河厚生で9病院目）
脳神経外科・救急科の診療・手術経験
（2次救急病院20年間、3次16年間）

✓ 東京電力福島第一原発ER日当直勤務
←2～3ヶ月に1回（2014年～）

✓ 富岡町の福島医科大学附属
ふたば医療センター日当直勤務
←毎月1回（2018年開院～）

特別救急隊（ドクターカー）とは、ただ単に医師が同乗している
救急車のことではない
高 救急処置の技術を身につけ、救命処置用の薬品と資機材を
搭載して、現場で病院の救急外来とほぼ同様の処置ができるよ な
救命のスペシャリスト（救急医・救命士・救急隊員）が
乗り込んだ高規格救急車である

日立市は2004年1月16日から、
当院と日立病院が月ごとの交代制で運用
秦病院は奇 月を担当している
ただし、暫定運用のため、両病院とも
平日日中のみの運用

ドクターカー24時間 制の船橋市や札幌市では、救命率が
 国平均の３～４倍とい 驚異的な結果を残している

1）病院前救護 制の充実
ドクターカー（ドクターヘリの前に）運用
「陸の救急充実⇒⇒空の救急へ」

茨城県での
病院前救護の始まり（2004年）

日立市ドクターカーは20年後
臨海３都市ラピッドカーへ進化

医師、看護師を現場に派遣する事に特化
現在は常陸太田市を加え、4市で運用
（日立市、高萩市、北茨城市）
24時間365日の運用

1）白河市で
 ドクターカーを
⇒⇒社会実験から

運用開始へ

2024年年7月月末末かからら
消消防防病病院院実実習習とと並並行行
ししててWS方方式式開開始始

①社会実験、試験的白河消防管内特別救急隊出動事例

7月24日から試験運用（中止：8月7日、8月21日、9月4日）
毎週水曜日で7回出動は広報車や白河救急2使用
臨場手順：2025年1月時点、消防無線傍受または現場要請
今後、消防指令からの覚知要請増を期待

1，7月末日 ○○救急
山仕事中に転落し、119番通報。
ドクターヘリ要請。一時、心肺停止となった。
ドクヘリLZ向かう途中でDCとドッキング、腹部超音波陰性
血圧50台、心拍30ｰ50のため、
薬剤投与
DHチームと10分後に合流、
その際血圧100に上昇
気管挿管などヘリチームと
コラボ活動し、
三次病院へ空路搬送

2，8月某日：雨天のためドクターヘリ運休
横断歩道歩行中の人vsノーブレーキ70kmの車
→高エネルギー外傷
10ｍはねとばされた。骨盤動揺あり
血圧70台との通報。
DC車中で三次病院手配、特定行為指示
棚倉のコンビニ駐車場でドッキング
もう1本の点滴確保、止血剤など薬剤投与し、
腹部超音波検査陽性、腹腔内出血疑い
三次病院到着までの40分で1000ｍｌ輸液
意識有り、胸部に皮下気腫、
血圧100－110を維持し
病院到着
診断）気胸、多発肋骨骨折、
骨盤骨折など多発外傷

②社会実験、試験的白河消防管内特別救急隊出動事例

福島県南地区の病院前救護体制の実現に向けて
当地域での病院前救護ドクターカーの有効性と意義は？
（いままでの出動事例からの私見）

11，，病病院院前前ににおおけけるる傷傷病病者者のの診診断断→→どどのの病病院院にに送送るる？？
・外傷患者を中心とした病院前での患者判別
⇒救命救急センターに送るべき？、自院で治療可能か？

22，，病病院院前前ででのの遠遠距距離離搬搬送送患患者者にに対対すするる早早期期医医療療介介入入
・救命救急センターへ搬送途上から治療開始
⇒重症者の安全で迅速な搬送
（骨盤骨折や切断指など）

・自院搬送患者の早期治療開始による安定化
（心筋梗塞や脳卒中など）

33，，有有事事（（多多数数傷傷病病者者やや災災害害時時ななどど））にに対対すするる準準備備
・平時からの運用で他医療機関や消防との連携

白河地方でのドクターカーメリット（2025年2月6日の9市町村長会議でプレゼン）

2）救急車ホットラインの運用（病着時間短縮）
外来や
事務部門

ER部門

代表電話
電話交換

外来や
事務部門

ER部門

代表電話
電話交換

改 革
昭和から平成へ

2024年年11月月末末～～
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　これはもうこっぱずかしかったので、皆さんの資料
には入れませんでしたけど、ジョン・レノンの言葉で
一人で見るのはただの夢に過ぎないと。だけど、みん
なで見る夢は現実になるということを、ジョン・レノ
ンは奥さんオノヨーコさんに言ってたということで、
まさに皆さんと一緒に生活して働いている福島県の県
南地区を住んでて良かったなと、この地域に住んでた
から医療面だと命助かったんだなというふうなことが
言えるような地域にしていきたいなというのが、わた
くしの夢でございます。夢を聞いていただいて、ご清
聴どうもありがとうございました。

3－1）緊急教育の充実（市民への出前講座）

3－2）緊急教育の充実（専門資格取得、実技中心）
◆医師、看護師、救急隊員向け講習

◆市民向け（婦人防火クラブ）向け講習

5年おきにECCガイドラインが改定
次回は2025年10月に公開予定

↓
内容の早期伝達など教育向上を

4）緊急医 の拠点整備（新白河ラボの建設）2024年6月～
初回の二次救命研修会を開始
受講者：医師、看護師など東北各県
から現在まで約100人が資格取得

5）緊急対応環境整備・自治 へのAED寄贈

病院到着を待っていては救えない命がある。
認定NPO法人の年間事業、22年間継続
←2025年度は西郷村へ寄贈予定

2024年7月

6）次世代医 人育成⇔⇔少子化の時代

2024年11月
白河厚生総合病院と
白河高等学校の間で
教育連携協定を締結

今後、他校にも
拡大を
↓

魅力ある若者教育へ

7）救急専門の   開設・2025年1月～

8）予防医学の強化～病気（脳卒中）になる前に
⇒⇒脳ドック（健 ）を2024年7月から担当

（10ヶ月で無症候性脳腫瘍11名、未破裂脳動脈瘤10名）

新白河ラボ上空から技技  術術・・知知  識識・・熱熱  意意  
福福島島県県南南のの未未来来をを担担うう若若者者へへ

県県南南のの（（緊緊急急））医医療療ははままだだ伸伸びびししろろがが･･････

白河厚生総合病院
なかよし保育園のお散歩


